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事後評価報告書 

1. 基本情報日 

 

（１） 実行団体名：特定非営利活動法人 海の達人 

（２） 実行団体事業名：障がい児等の体験格差解消事業 

（３） 資金分配団体名：公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団（略称：Ｂ＆Ｇ財団） 

（４） 資金分配団体事業名：障害児等の体験格差解消事業 

（５） 事業の種類：草の根活動支援事業 

（６） 実施期間：2020 年 6 月～2023 年 3 月 

（７） 事業対象地域：三重県内。その他協力団体のある他県。 
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2. 事業概要 
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「海の達人」障がい児等の体験格差解消事業　

中長期アウトカム

（理想の姿や社会）

アウトカム（仮）

短期アウトカム

（事業による変化）

アウトプット

（事業の結果）

４．学校や団体等が、水

辺の自然体験に連携・協

力・支援する状態とな

る。

３．障がい児支援施設や児童養

護施設等のスタッフが、水辺の

自然体験について、その有効性

を認識している状態となる。

２．障がい児の保護者が、水

辺の自然体験について、その

有効性を認識している状態と

なる。

１．障がい児や児童養護施設

等の子供が、水辺の自然体験

に参加できる状態となる。

三重県津市において、障がい児や児童養護施設、特別支援学校の子どもを対象に水辺の自然体験活動が推進され、子供の成長

を促し、社会性や自立心を育むとともに、健常児との交流や団体間の新たな連携等を通じて、子供たちの支援の環境づくりと

インクルーシブ社会のモデル地域となることを目指す。

障がい児支援施設や児童養護施設では、運動やスポーツなどの体験活動は実施しているものの、水辺の自然体験はほとんど実施され

ていない。水辺の自然体験は、指導スキルや安全管理体制が必要であるが、それらを習熟する指導者の確保や、適切な器材・施設の

不足等により、積極的な推進が図られていない現状にある。

児童養護施設の子供を対象とした調査では、6割の子供がこれまで水辺の自然体験を経験したことがないことが明らかになってい

る。一方で、障がい児の実施状況に関しては、調査自体されていない現状である。水辺の自然体験活動は、社会性を育み自尊心を高

めるなど、子供の成長に欠かせないものであるが、身体的・家庭的な理由、団体間の連携不足等により、水辺の自然体験機会の少な

い子供が存在し「体験格差」が生じている。

②障がい児の保護者が、子ど

もを積極的に、水辺の自然体

験プログラムに参加させる状

態となる。

①障がい児や児童養護施設、

ひとり親家庭等の子供が、水

辺の自然体験を通じて、社会

性や自立心などの向上が見え始

めている状態となる。

　活動

　（実施内容）

①障がい児等

に対する水辺

の自然体験と

して、海辺の

自然体験教

室、セイラビ

リティ活動を

行う。

社会課題

（現状）

④学校や団体等で、水辺

の自然体験に関する理解

が深まるとともに、水辺

の自然体験推進団体に留

まらず、新たな連携・協

力・支援を行う団体等が

増える状態となる。

③障がい児支援施設や児童養護

施設のスタッフが、水辺の自然

体験プログラムを団体の日常的

な活動とする状態となる。

②障がい児等

と健常児が水

辺の自然体験

を通じた交流

事業として、

バリアフリー

まつりを開催

する。

③障がい児支

援団体等に広

報活動・参加

者募集活動を

行う。

⑤ボランティア

スタッフなどの

外部サポーター

の募集等を行う

ともに当団体で

必要に応じ研修

等を行う。

⑥障がい児等の

水辺の自然体験

に関する実施事

例・先進事例を

広く社会に発信

する。

④休眠預金等か

らの助成によ

り、自分たちの

事業に合った障

害児等の水辺の

自然体験に必要

な器材等を整備

する。

⑦水辺の自然体験に参加

した子供に対し、事業の

満足度や意識の変容等に

関するアンケートおよび

ヒアリング調査を行う。

そのために？すると？

そのために？すると？

真逆になっているか？

そのために？すると？

指導者の確保はどうするのか

社会課題に健常児と障害児の交流についても追加。

コロナ対策器材追加
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①事業によって解決を目指す社会課題と想定される直接対象グループ 

障がい児支援施設や児童養護施設では、運動やスポーツなどの体験活動は実施しているものの、水辺の自然体験はほとんど実施されていない。水辺

の自然体験は、指導スキルや安全管理体制が必要であるが、それらを習熟する指導者の確保や、適切な器材・施設の不足等により、積極的な推進が

図られていない現状にある。具体的な対象団体としては、セイラビリティ河芸、障害者支援施設、障害児団体、児童養護施設、特別支援学校・学級、

幼稚園など。 

 

②事業の概要（中長期アウトカム・短期アウトカム・活動） 

●中長期アウトカム 

海の達人では、三重県津市において、障がい児や児童養護施設、特別支援学校の子どもを対象に水辺の自然体験活動が推進され、子供の成長を促し、

社会性や自立心を育むとともに、健常児との交流や団体間の新たな連携等を通じて、子供たちの支援の環境づくりとインクルーシブ社会のモデル地

域となることを目指す。 

 

●短期アウトカム 

１．障がい児や児童養護施設、ひとり親家庭等の子供が、水辺の自然体験を通じて、社会性や自立心などの向上が見え始めている状態となる。 

２．障がい児の保護者が、子どもを積極的に、水辺の自然体験プログラムに参加させる状態となる。 

３．障がい児支援施設や児童養護施設のスタッフが、水辺の自然体験プログラムを団体の日常的な活動とする状態となる。 

４．学校や団体等で、水辺の自然体験に関する理解が深まるとともに、水辺の自然体験推進団体に留まらず、新たな連携・協力・支援を行う団体等が

増える状態となる。 

５．新型コロナウィルス感染予防対策として、活動の参加者を減らし実施回数を増やす。参加者や関係者が感染リスクを意識し、安全対策を講じた事

業とする。 
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③出口戦略 

従来より障がい児等が参加する海のバリアフリーまつりやセイラビリティ活動がある。事業を通して海上保安庁や中部運輸局、地元企業、社会福祉

協議会と連携しており、本事業においてもこれを活用していく。対象となる子どもたちについては、日頃、水辺の自然体験活動を希望している地域

の障がい者団体・施設に対し、パンフレットや SNS を用いて声がけを行っていく。この他にも県内外の特別支援学校の受入れも行い、車いすでも

乗船可能な構造の「ハウスボート」を用いたクルージング体験なども行っております。付添や保護者の方からも理解いただいており、今後も海に触

れ合う機会が少ない方々への提案を継続していく。 

具体的出口戦略しては、次のとおり。 

・セイラビリティ河芸の支援 

・海のバリアフリーまつり参加者へのセイラビリティ活動の周知 

・前記記載の各団体・学校等に対するチラシの配布など 

・特別支援学校等の教職員に対する体験会等の実施 

・関連企業を通じた事業の周知 

 

3. 事後評価実施概要 

（１） 実施概要 

① どんな変化をこの事業の重要なポイントとして設定し評価を実施したのか 

本来はセイラビリティ活動に継続的に参加するお子様の変化を記録する予定でしたが、対象児がクラブを卒業し、その後対象となる児童

の入会がなかった。コロナウィルス感染拡大と重なりバリアフリーまつりも 2020 年、2021 年と開催できなかったため、体験会に参加い

ただいた個人や団体からの声を評価基準とさせていただいた。 
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② どんな調査で測定したのか 

参加者からのヒアリング、第 15回バリアフリーまつりでは開催後にアンケートを実施した。 

③ 調査結果をどのように深掘りし価値判断をしたのか 

     ヒアリング等による参加者の生の声から、参加者の反応や提供している活動内容への要望などを伺うとともに、3 年ぶりに開 

催した海のバリアフリーまつりのアンケートの結果から、事業全般についての価値判断を行っている。 

 

（２） 実施体制（内部/外部、評価担当役割、氏名、団体・役職） 

〔内部〕NPO 法人海の達人理事長・・大野木博久、海の達人メンバー 阪本純子、三井圭司 

〔外部〕セイラビリティメンバー・・三重大学 坂本竜彦教授 

 

4. 事業の実績 

 

４-１インプット（主要なものを記載）※最新事業計画書のインプット欄から転記してください。 

（１） 人材（主に活動していたメンバーの人数や役割など） 

内部：合計 15 人 セイラビリティ活動や体験活動等の指導など    

外部：合計 20 人（セイラビリティ参加者、ヨットインストラクターなど）  

セイラビリティ活動や海洋活動(バリアフリーまつりを含む)の補助 

 

（２） 資機材（主要なもの） 

アクセスディンギー（303）1 艇、クリアカヤック 2 艇、ライフジャケット 25 着、ボッチャ 2 セット 

テント 5 張り、休憩場所設備 2 セット 会議用テーブル 14 台 
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（３） 経費実績 助成金の合計（円） 

① 契約当初の計画金額 

通常枠 4,302,000 円(評価関連経費 217,000 円含む)、コロナ支援 1,315,000 円、 合計 5,617,000 円 

② 実際に投入した金額 

  5,377,219 円    5,617,000 円―返金額 239,781 円 

（４） 自己資金（円） 

① 契約当初の自己資金の計画金額 

 ￥1,107,260 

② 実際に投入した自己資金の金額と種類 

  1,105,296 円    1,107,260 円- 自己資金返金額 1,964 円 

③ 資金調達で工夫した点 

当団体の支援企業である㈱ダイイチに依頼して資金調達した。 

 

 

４-２活動とアウトプットの実績 

（１） 主な活動 

1-1 障がい児等に対する水辺の自然体験として、海辺の自然体験教室、セイラビリティ活動を行う 

1-2 障がい児等と健常児が水辺の自然体験を通じた交流事業として、バリアフリーまつりを開催する 

2-1 障がい児支援団体等に広報活動・参加者募集活動を行う。 

3-1 障がい児等の水辺の自然体験に関する実施事例・先進事例を広く社会に発信する。 

3-2 水辺の自然体験に参加した子供に対し、事業の満足度や意識の変容等に関するアンケートおよびヒアリング調査を行う。 

4-1 ボランティアスタッフなどの外部サポーターの募集等を行うともに当団体で必要に応じ研修等を行う。 

4-2 休眠預金等からの助成により、自分たちの事業に合った障害児等の水辺の自然体験に必要な器材等を整備する。 
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5-1 ヨットだけではなく、気軽に参加できるクルーズの体験会実施。 

   新型コロナウィルス感染予防対策を講じた、密にならない少人数での実施 

 

（２） アウトプットの実績 

4-1 ボランティアスタッフ及び外部サポーターの研修はコロナの影響もあり実施できなかった。 

 

【アウトプットに関する記載項目】 

① 指標 

② 初期値 

③ 目標値 

④ 目標達成時期（事業計画書に記載した時期） 

 

（3）アウトプット 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期 

１．障がい児や児童養護施設等の子

供が、水辺の自然体験に参加できる

状態となる。 

①水辺の自然体験に参加した対象となる子供の数 

②水辺の自然体験を見学した対象となる子供の数 

③水辺の自然体験に参加・見学した対象となる子供

の満足度 

④水辺の自然体験に協力したサポーターの数 

①地域全体で 10 人 

②地域全体で 10 人 

③満足度調査（ベースライン調査） 

④地域全体で 30 人 

①地域全体で 60 人（初期値から 6 倍） 

②地域全体で 30 人（初期値から 3 倍） 

③満足度調査（エンドライン調査を行い

ベースラインと比較する） 

④地域全体で 90 人（初期値から 3 倍） 

2023 年 2 月 

２．障がい児の保護者が、水辺の自

然体験について、その有効性を認識

している状態となる。 

①水辺の自然体験を見学した保護者の数 

②水辺の自然体験を見学した保護者の満足度 

①地域全体で 20 人 

②満足度調査（ベースライン調査） 

①地域全体で 60 人（初期値から 3 倍） 

②満足度調査（エンドライン調査を行い

ベースラインと比較する） 2023 年 2 月 
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３．障がい児支援施設や児童養護施

設等のスタッフが、水辺の自然体験

について、その有効性を認識してい

る状態となる。 

①水辺の自然体験を見学したスタッフの数 

②水辺の自然体験を見学したスタッフの満足度 

①地域全体で 20 人 

②満足度調査（ベースライン調査） 

①地域全体で 60 人（初期値から 3 倍） 

②満足度調査（エンドライン調査を行い

ベースラインと比較する） 2023 年 2 月 

４．学校や団体等が、水辺の自然体

験に連携・協力・支援する状態とな

る。 

①連携・協力・支援する学校・団体等の数 

②水辺の自然体験推進団体以外で連携・協力・支援

する学校・団体等の数 

③水辺の自然体験を見学した学校・団体等の数 

①地域全体で 20 ヵ所 

②地域全体で 10 ヵ所 

③地域全体で 10 ヵ所 

①地域全体で 40 事業者（初期値の 2

倍） 

②地域全体で 20 事業者（初期値の 2

倍） 

③地域全体で 20 事業者（初期値の 2

倍） 

2023 年 2 月 

5．新型コロナウィルス感染予防対

策として、活動の参加者を減らし、

実施回数を増やす。密にならない活

動場所の設置、機材の追加。 

①体験会の実施回数 ①年間 12 回 ②年間 20 回 

2023 年 2 月 

 

⑤ 実績値 

 

アウトプット 目標値/目標状態 実績値 

１．障がい児や児童養護施設等の子供が、水辺の自

然体験に参加できる状態となる。 

 

①地域全体で 60 人（初期値から 6 倍） 

②地域全体で 30 人（初期値から 3 倍） 

③満足度調査（エンドライン調査を行いベースライ

①地域全体で 31 人 

②地域全体で 13 人 

セイラビリティの活動の見学等を含む 

③満足度調査 
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ンと比較する） 

④地域全体で 90 人（初期値から 3 倍） 

 

 

B&G 財団が実施したアンケート調査では「子供の包括的

ストレス反応尺度」と満足度を含むと考えられる「生活充

実感尺度」については、事前と事後の比較により向上して

いる傾向が見られた。 

④地域全体で 69 人 

 

２．障がい児の保護者が、水辺の自然体験について、

その有効性を認識している状態となる。 

 

①地域全体で 60 人（初期値から 3 倍） 

②満足度調査（エンドライン調査を行いベースライ

ンと比較する） 

 

① 地域全体で 10 人 

セイラビリティ活動の見学。 

②満足度調査 

保護者へのインタビューにより調査している。保護者の声

として「子供の活動を見学していてこのような活動を子供

にさせることができてよかった」という声が大半であり、

また障がい者施設の方からは「見ていて子供の表情が明る

くなるのが分かり、継続して活動に参加させたい」などの

声があり、活動参加に対する満足度が高いことが伺える。 

３．障がい児支援施設や児童養護施設等のスタッフ

が、水辺の自然体験について、その有効性を認識し

ている状態となる。 

 

①地域全体で 60 人（初期値から 3 倍） 

②満足度調査（エンドライン調査を行いベースライ

ンと比較する） 

 

① 地域全体で 23 人 

見学ではなく協力者(体験者)となった。 

・社会福祉法人 AJU 5 人 

・三重大学 10 人 

・セイラビリティ伊勢 6 人 

・セイラビリティ津 2 人 

② 満足度調査 

インタビュー形式で実施。 
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協力いただいた団体や参加していただいた団体からは「バ

リアフリーまつりの集客がすごい」「障がい者に対するボ

ランティア活動は海の達人のこの活動だけなので、これて

うれしい」、「障害をもつ方からイベントに参加できる機会

を提供していただいたことがありがたいと言われた」など

の声をいただいている。 

また、バリアフリーまつりのスタッフからは「障害を持つ

方とのかかわりが持ててこのような活動に参加できてよ

かった」という声があった。 

協力団体や参加団体、また事業スタッフからの声から、満

足度は高いと判断できる。 

４．学校や団体等が、水辺の自然体験に連携・協力・

支援する状態となる。 

 

①地域全体で 40 事業者（初期値の 2 倍） 

②地域全体で 20 事業者（初期値の 2 倍） 

③地域全体で 20 事業者（初期値の 2 倍） 

 

① 地域全体で 20 事業者 

・バリフリまつりの協力団体名 

・マリーナ河芸 

・㈱ダイイチ 

・四日市ヨットクラブ(YYC) 

・ヤマハ 

・海上保安庁 

・中部小型船安全協会ほか 

② 地域全体で事業者  20 事業者 

・㈱第一楽器 

・NPO 音の和 

・㈱セリオ 
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・津市社会福祉協議会 

  ・三重県ほか 

③ 特別支援学校との連携協力を予定していたが、予定し

ていた特別支援学校は 3 校をは、コロナのためキャン

セルとなっている。2022 年でコロナも 3 年目を迎えて

いるが、夏場のコロナピーク時が活動時期と重なった

ため、キャンセルとなってしまった。 

5．新型コロナウィルス感染予防対策として、活動

の参加者を減らし、実施回数を増やす。密にならな

い活動場所の設置、機材の追加。 

 

②年間 20 回 

 

① 2022 年度 10 回 

・障がい者はコロナで重度になるということもあり、活動

回数は予定まで伸びなかった。 

・また、三重県、津市、各団体からコロナの状況により活

動を自粛するよう依頼があったため、計画どおりの活動が

できなかった。 

 

 

４-３外部との連携の実績 

 

バリアフリーまつりでは、予てより行政や企業、大学へ協力依頼をしており、連携を図っていた。 

その中でも自然環境リテラシー学を開設している三重大学とは、生物資源学部 坂本竜彦教授の協力をいただき、同リテラシー学を学ぶ学生を体験格

差解消事業に派遣していたたくまで連携が進んだ。事業に協力いただく前には、活動場所である津市のマリーナ河芸において学生を対象とした海洋レ

クリエーション等の研修会も実施した。 

また各団体よりボランティア派遣をいただき、運営にもご協力いただいた。（津市ボランティアセンター、三重大学、三重県身体障害者総合福祉セン

ターなど）近郊の授産施設にもお声掛けをし、出店もいただいた。 



 

12 

 

 

5. アウトカムの分析 

5－1．アウトカムの達成度 

（１） 短期アウトカムの計画と実績 

 

【短期アウトカムに関する記載項目】 

① 短期アウトカム 

② 指標 

③ 初期値／初期状態 

④ 目標値／目標状態 

⑤ 目標達成時期 

 

 

（2）短期アウトカム 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期 

１．障がい児や児童養護施設、ひとり親家

庭等の子供が、水辺の自然体験を通じて、

社会性や自立心などの向上が見え始めてい

る状態となる。 

①水辺の自然体験に継続して参加を希望

する障害児等の人数 

②社会性の育成や自立心の向上など、意

識・行動の変容 

①子供の継続参加に対する意識（ベー

スライン調査） 

②子供の社会性などに対する意識・行

動（ベースライン調査） 

①子供の継続参加に対する意識（エンド

ライン調査行いベースライン調査と比較

する） 

②子供の社会性などに対する意識・行動

（エンドライン調査行いベースライン調

査と比較する） 

2022 年 11 月 
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２．障がい児の保護者が、子どもを積極的

に、水辺の自然体験プログラムに参加させ

る状態となる。 

①水辺の自然体験に継続して参加を希望

する障がい児等の保護者の人数 

②保護者から見た子供の社会性の育成や

自立心の向上など、意識・行動の変容 

①保護者の継続参加に対する意識（ベ

ースライン調査） 

②保護者から見た子供の社会性などに

対する意識・行動（ベースライン調

査） 

①保護者の継続参加に対する意識（エン

ドライン調査行いベースライン調査と比

較する） 

②保護者から見た子供の社会性などに対

する意識・行動（エンドライン調査行い

ベースライン調査と比較する） 

2022 年 11 月 

３．障がい児支援施設や児童養護施設のス

タッフが、水辺の自然体験プログラムを団

体の日常的な活動とする状態となる。 

①水辺の自然体験に継続して参加を希望

する障がい児等が所属する施設等スタッ

フの人数 

②施設等のスタッフから見た子供の社会

性の育成や自立心の向上など、意識・行

動の変容 

①施設スタッフの継続参加に対する意

識（ベースライン調査） 

②施設スタッフから見た子供の社会性

などに対する意識・行動（ベースライ

ン調査） 

①施設スタッフの継続参加に対する意識

（エンドライン調査行いベースライン調

査と比較する） 

②施設スタッフから見た子供の社会性な

どに対する意識・行動（エンドライン調

査行いベースライン調査と比較する） 

2022 年 11 月 

４．学校や団体等で、水辺の自然体験に関

する理解が深まるとともに、水辺の自然体

験推進団体に留まらず、新たな連携・協

力・支援を行う団体等が増える状態とな

る。 

①水辺の自然体験の推進に積極的に取り

組む・つながっている学校や団体の数 

②水辺の自然体験推進団体以外で、新た

につながっている団体の数 

③水辺の自然体験に対する学校や団体関

係者の意識 

①地域全体で１0 ヵ所（ベースライン

調査） 

②地域全体で 5 ヵ所（ベースライン調

査） 

③学校や団体関係者の意識（ベースラ

イン調査） 

①地域全体で 20 ヵ所（初期値より 10 カ

所増加） 

②地域全体で 10 ヵ所（初期値より 5 カ

所増加） 

③学校や団体関係者の意識（エンドライ

ン調査行いベースライン調査と比較す

る） 

2022 年 11 月 
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５．新型コロナウィルス感染予防対策とし

て、活動の参加者を減らし実施回数を増や

す。参加者や関係者が感染リスクを意識

し、安全対策を講じた事業とする。 

①新型コロナウィルス感染予防対策を講

じた新たな事業様式を実施した状態。 

①新型コロナウィルス感染予防対策に

対応した状態。 

①新型コロナウィルス感染予防対策に創

意工夫を加え、効率的な事業を実施して

いる状態。 

2022 年 11 月 

 

 

 

 

⑥ アウトカム発現状況（実績） 

 

短期アウトカム 目標値/目標状態 実績値/実績状態 

１．障がい児や児童養護施設、ひとり親家庭等の子

供が、水辺の自然体験を通じて、社会性や自立心な

どの向上が見え始めている状態となる。 

 

①子供の継続参加に対する意識（エンドライン調

査行いベースライン調査と比較する） 

②子供の社会性などに対する意識・行動（エンド

ライン調査行いベースライン調査と比較する） 

 

①コロナもあり継続参加する子供があまりいなかっ

たので保護者や参加団体関係者にヒアリングを実施

した。子供たちは海での活動が楽しいこともあり、ま

た参加を希望する子が多いとのことだが、団体として

頻繁に連れて来れないこともあり、子供たちの希望に

中々添えない現状が見えている。 

 

②B&G 財団で実施したアンケートでは、社会性をみる

ものとして「生き抜く態度尺度」と「学校生活スキル

尺度(コミュニケーション)」についての調査項目があ

るが、アンケートからはどちらも有意義な向上は見ら
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れなかった。ただし、活動中に我々が個々の参加者を

見ていると、時間の経過とともに行動がきびきびして

きたり、ヨットの操船方法について聞いてくるなど、

コミュニケーション力が向上しているように感じて

いる。 

 

２．障がい児の保護者が、子どもを積極的に、水辺

の自然体験プログラムに参加させる状態となる。 

 

①保護者の継続参加に対する意識（エンドライン

調査行いベースライン調査と比較する） 

②保護者から見た子供の社会性などに対する意

識・行動（エンドライン調査行いベースライン調

査と比較する） 

 

①やはりコロナで障害児団体等の子供たちの参加が

ないため、2022 年に実施した海のバリアフリーまつ

りの障害のある子の保護者との話では、以前にもこの

まつりに参加して子供が非常に喜んでいたので、今

回、３年ぶりの開催と聞いたので大阪から来ましたと

の話を伺い、子供の喜ぶ姿をみれば親としてはできる

だけ参加させたいという気持ちが見て取れる。また、

本まつりのアンケートからも、このイベントの継続実

施を望む声が多いことからも、海での活動の機会が提

供されれば、参加希望者は多いことが推測される。 

 

② イベントでの保護者の声からは、また来たいとい

う声は多いが、子供の社会性についての意識や行

動についての変化については聞くことができなか

った。 
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３．障がい児支援施設や児童養護施設のスタッフ

が、水辺の自然体験プログラムを団体の日常的な

活動とする状態となる。 

 

①施設スタッフの継続参加に対する意識（エンド

ライン調査行いベースライン調査と比較する） 

②施設スタッフから見た子供の社会性などに対す

る意識・行動（エンドライン調査行いベースライ

ン調査と比較する） 

 

 

①学校の教員を対象とした体験会では、教員がこう

いう体験を子供たちにさせたいと言っていたが、コ

ロナにより中止となることが多かった。名古屋にあ

る授産施設のスタッフは数回参加しているが、コロ

ナにより県をまたいての移動ができないことから、

ここ 3年中止となっており、非常に残念がってい

る。このようなことからも施設スタッフの継続参加

に対する意識は高いと推察される。 

 

②前記同様コロナにより活動の中止が多いことから、

子供の社会性についての意見は確認できなかった。 

 

４．学校や団体等で、水辺の自然体験に関する理解

が深まるとともに、水辺の自然体験推進団体に留

まらず、新たな連携・協力・支援を行う団体等が増

える状態となる。 

 

①地域全体で 20 ヵ所（初期値より 10 カ所増加） 

②地域全体で 10 ヵ所（初期値より 5 カ所増加） 

③学校や団体関係者の意識（エンドライン調査行

いベースライン調査と比較する） 

 

①水辺の自然体験に積極的に取り組む学校や団体の

増加は、2 団体に留まった。(三重大学、三重県身体障

害者総合福祉センター) 

 

②水辺の自然体験以外で積極的につながった団体は、

やはり前記の 2 団体。 

 

③学校や幼稚園の教員の体験会でのヒアリングから、

海の活動への参加意欲は非常に高いことが伺えるが、

この 3 年間はほとんどコロナにより中止となってお

り、活動後の意見を聞くことが出来ていない。 
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５．新型コロナウィルス感染予防対策として、活動

の参加者を減らし実施回数を増やす。参加者や関

係者が感染リスクを意識し、安全対策を講じた事

業とする。 

 

①新型コロナウィルス感染予防対策に創意工夫を

加え、効率的な事業を実施している状態。 

 

①2020 年、2021 年と 1 回の参加者を減らして回数を

増やして実施しようと試みたが、コロナの影響が大き

く活動の展開に中々至らなかった。2022 年になり 3 年

ぶりとなる活動のメイン事業である海のバリアフリ

ーまつりを開催することができ、新たにスマホでのア

ンケート調査を盛り込むなど、次の活動に向けた手法

を取り入れた。本まつりの来場者は、2 日間で 743 人

と非常に多かったが、消毒だけでなくボッチャなどの

屋内イベントには入場者数を調整してコロナ安全対

策を実施した。乗船時以外はマスクも着用していたこ

ともあり、多くの人数が集まったがコロナ感染は確認

されなかった。今後も状況に応じたコロナ安全対策を

実施して、活動を継続していく。 

 

 

 

 

（２）アウトカム達成度についての評価 

 

5－2．波及効果（想定外、波及的・副次的効果） 

セイラビリティ活動では、特定の障がい児が継続的に参加するまでには至らなかった。 

また特別支援学校からは体験のご予約をいただいたものの、コロナ感染拡大でキャンセルとなった。 
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ただ体験会や一度ご利用経験がある先生方からは好評で、ぜひ今後も参加したいというお声をいただいている。 

2020 年、2021 年と中止した海のバリアフリーまつりは、3 年ぶりに 2022 年に開催できたことで、再開を喜ぶ参加者の声も多く、800 人を超える

来場者となり、またわざわざ大阪からも参加しに来てくれた親子もいて、スタッフ一同、4 年目以降の活動の糧となった。 

 

5－3．事業の効率性  

  障害のある方を対象とした水辺で実施する体験格差解消事業は、慣れた指導スタッフや乗りやすい器材が必要であり、休眠預金事業による助成金

により器材整備を行えたこと、また三重大学の学生など今後の活動につながる人材育成も進められたことなどから、効率的に資金を使うことがで

きた。また、コロナ支援により、障害者や参加者が待機する日陰の場所を作るためのテント等を整備したことで、バリアフリーまつりのような大

型イベントにも大いに活用することができた。 

参加団体や教職員を対象とした海の活動の体験会は好評であることから、4 年目以降効率性を考え、体験会などを開催しながら事業の実施に結び

付けていきたい。 

 

6. 成功要因・課題 

  本事業を継続的に実施していくための成功要因としては、三重大学と連携したことにより、人材育成をすすめることができたことである。 

  子供たちを指導する際に、熟練した我々のスタッフも必要であるが、若い学生さんがお兄さん、お姉さんとして子供に接してくれれば、子 

供たちのモチベーションも高まり、リピーターとして再度の参加につながることが大いに期待される。その学生さんたちを引き付けるため 

研修会を開催したことが工夫としてあげられるのではないか。 

社会課題に貢献したこととして、特別支援学校の先生からは、普段表情の少ない生徒がクルージングを体験した際には明らかに表情が明るくなり、

気持ちに変化があったことがわかったとお声をいただいた。また、海辺を散歩したり水に触れたりするだけでも、気持ちの変化が見られたとのこ

と。 

コロナウィルス感染拡大により特別支援学校の体験活動はキャンセルとなってしまったが、継続して利用したい旨はご連絡いただいている。 

  また、今後の課題としては、参加した子供の変化の情報を保護者から余り受け取ることができなかったので、保護者からの情報をうまく集め、よ
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りよい活動につなげることと考えている。 

 

7. その他深掘り検証項目（任意） 

バリアフリーまつりに協力いただいた団体スタッフからのヒアリングでは、障がい者の方と活動する機会をいただきありがたい、という声をいた

だいている。本まつりのアンケート結果を含め、インクルーシブな社会活動に意義を感じている方も結構いることが分かり、今後のボランティア

募集の際にうまく結び付けていきたい。 

 

8. 結論 

コロナウィルス感染拡大により予定していた活動の全ては実施に至らなかったものの、関係者からのご紹介もあり僅かながら体験会を実施することが

できた。また 3 年振りとなるバリアフリーまつりでは、初の試みとして QR コードによる参加者の事前登録システムを導入し、参加者のデータをとる

こともできた。障がい者（障がい児）の参加は少なかったものの、開催後のアンケートではバリアフリーまつりに関する率直なご意見や感想を聞くこ

とができ、また障がい者もマリンスポーツを楽しめる場所があるということを広く周知できたのではないかと思う。 

 

ここ 2～3 年で本まつりへの協力会社に入社したスタッフに関しては、バリアフリーまつりを経験しておらず、セイラビリティ活動は継続的に実施で

きていたものの、障がい者との関わりについて学びの機会が少なかった。 

2022 年はバリアフリーまつりを経験し、どういった点に配慮すべきなのか、また体験をした人々がどのような気持ちを持ってくれるのか等、勉強に

なったようだ。 

 

特別支援学校は県からの活動制限により活動のキャンセルが続いたが、すでに来年度の予約もいただき、県外からの利用も含め継続的な活動を行う予

定。 
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反省点としては、障がい児の活動案内を特別支援学校やバリアフリーまつり開催に重点をおいていたため、コロナウィルス感染拡大により活動実施が

困難になった際に、別の団体を集めることに苦労した。今後は放課後デイサービスなどとも繋がりを持ち、対象を広げて周知活動を行っていきたい。 

 

８-１事業実施のプロセスおよび事業成果の達成度の自己評価 

 多くの改善の

余地がある 

想定した水準

までに少し改

善点がある 

想定した水準

にあるが一部

改善点がある 

想定した水準

にある 

想定した水準

以上にある 

（１）事業実

施プロセス 

    〇    

（２）事業成

果の達成度 

      〇  

（１）、（２）それぞれ１箇所を選択する。 

 

８-２事業実施の妥当性 

三重県内の障害児や児童養護施設、特別支援学校の子供たちを主な対象として、自然体験活動を提供し、社会性や自立心など子供の成長を育み、健常

児との交流等を通じてインクルーシブ社会のモデル地域になることを中長期のアウトカムとしており、そのための活動の一つが海のバリアフリーまつ

りやセイラビリティである。特に多くの人数を集める海のバリアフリーは、障害のある方も多く参加しており、その方たちに海洋活動の楽しさを知っ

てもらうことで、セイラビリティ活動への参加につなげたり、本まつりにボランティアでの参加を促したりとその効果は大きいと感じている。このよ

うな我々の活動を通じてインクルーシブ社会に近づくことが可能であることから、本事業は適切であると判断している。 

 

9. 提言 

事業継続については、既存の団体・企業様には活動に参加いただくなど日頃より交流を図っており、ご理解いただけている。 

我々のような活動であれば、周知活動の対象を広げ、例えば福祉活動に力をいれている企業などにお声掛けし繋がりを持つことや体験会の運営・資金

面も含め、協力いただける事業者を増やすことが提言としてあげられる。 
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10. 知見・教訓 

団体や学校を引き付けるには、写真や言葉の説明も必要であるが、一回の体験に勝るものはない。ぜひ団体の代表者や担当者、また学校であれば教職

員(できれば校長先生)に体験していただくと、その楽しさと安全管理、指導法を理解していただくことができ、それが子供たちの参加につながってい

く。ぜひ体験会を定期的に開催し、周知してみてはどうか。 

 

11. 添付資料 

   1、2022 年海のバリアフリーまつり報告書およびアンケート調査 

   2、セイラビリティ河芸の会員募集チラシ・申込書 

   3、中日新聞 記事 

 

 

以上 

 



















































































































第 15回バリアフリーまつり・アンケート （集計期間：2022年 10月 21日～28日） 

 

バリアフリーまつり の趣旨に関してご意見・ご要望がございましたら、ご自由にお書きくださ

い。14 件の回答 

・なかなか車椅子で船やヨットに乗れる機会がないのでとても有難いです。 

・素晴らしい機会だと思っています 

・普段体験の出来ないことをいくつも体験出来て幼児も小学生も私たち親も家族皆がとても楽しく過ごせま

した。今後も同様の体験があればぜひ参加したいです。食事が子ども向けの料理がほとんどなくて困っ

たので子ども向けのメニューが欲しいです。 

・障がい者と健常者ふれあう機会少ないので、とても良い取り組みだと思います。もっとこの様な機会があ

るとバリアフリー（障がい者思いの施設）が増えていくと考えます。 



・本来なら、日常的にバリアフリーでなければいけないのだろうけれど、実現が難しいのが現在です。 しか

し、このように、いろいろな方々に力を貸してもらって、みんなで楽しめることって、素晴らしいなぁ

ぁ！！！と感謝の気持ちでいっぱいです。 いつも本当にありがとうございます。 

・障害者の方も楽しめる内容になっていて素晴らしいと思います。また無料というのがとても有難いです。

普通だと家族みんなで結構な料金になるので、子供たちに良い経験をさせてあげることができて嬉しい 

・80歳の母親と初めてクルーザーに乗せて頂きました。本当に気持ち良くて、今度はヨットに乗りたいと言

っています。来年、また乗れるように元気でおらんとなと言っています。 高齢になると、なかなか楽しみや

目標が少なくなりがちです。 そんな中、こうやって乗せて頂いて本当に刺激になりました。ありがとうござ

いました！  

・きっと障害のある方は、行動範囲的な事も狭くなりがちだと思います。みなさん、うれしそうされていたし、

本当に素敵なイベントだと思いました！ こういう機会がもっと増えるといいなと思います😄 

・新聞で知りましたが、もっと大きく告知をしても良かったと思います。 

・もっと色々乗りたかったです 

・マリンスポーツというところがまた魅力的です。 

・マリーナ河芸内がけっこう段差がありました。どこかにエレベーターがあったのかな？ 

・毎年親切に対応してくださりありがとうございます。外からはわかりにくい障害の方も見えるとおもいま

す、子どもたちにわかり得ない事もあったかもしれないのですが、その方々も気持ちよく参加できていると

願っております。 

・車椅子でボートに乗る機会はなかなかないので、毎年楽しみにしています。 

・小学生の息子と乗船体験に参加させていただきましたが、息子が気になってたことがあったと話してまし

た。 例えば水深とかここでとれる魚、船の速度や値段とかとか、案内だったり説明してもらいながらの乗

船だともっと楽しめるのではないかと思いました。 

 

 

マリーナ河芸には何を目的にお越しいただきましたか？27 件の回答 

・乗馬体験 

・海 

・海のバリアフリーまつり 

・今回のイベント 

・船 



・海を眺めに 

・祭りと海を見に来ました。 

・海の運動会に参加するため。しかし、4回目の申し込みチャレンジですが今回も申し込みできず…でした 

・釣り、海水浴 

・海のバリアフリーまつりに参加する為 

・素敵な景色や海を見に行ったり、マーメイドのランチを楽しみに行っています。本当に手が込んでいて、

おいしくて幸せになります❗️ロケーションもなんちゃってセレブになれますしね(笑) 

・自転車教室 

・マリンスポーツ 

・乗船体験 

・イベント 

・磯遊び 

・海をみに 

・ピアノの発表会 

・プレジャーボート体験 

・海が見たいときなどに散歩 

・ランチ、お月見カヤック 

・海を見に 

・パステル画をやりたかった為 

・バリアフリーまつり 

・散歩 

・散歩、海遊び 

 



 

その他、 バリアフリーまつり に対してご意見・ご要望がございましたら、ご自由にお書きくだ

さい。15 件の回答 

・初めて行かせていただきましたが、すごくいいイベントでした。 来年もあればまた行ってみたいです。 

・このまま無料で参加できるイベントを続けてほしい 

・とても楽しい時間をありがとうございました。 

・もう少し車椅子移動しやすい方がいいと思いました。 

・朝イチで行きましたがボートに乗ることができませんでした。事前予約制であればボートなども事前予約

にした方がいいのかなと思います。並んだ挙句、午後になったので乗りませんでした。 

・毎回楽しく参加させて頂いてます。スタッフの方も暖かく、癒されています。 これからも続けて欲しいで

す！そして、海の運動会、もっと参加できる人数（回数？）を増やしてください！！！もっと名物になったら

良いのになぁと思います。私たちも正午くらいにしか着きませんでしたが、同じくらいに来た周りの人、み

んな、ガッカリしてました。いつか、参加してみたいです！！よろしくお願いします。 

・コロナで久しぶりの開催で嬉しかったです☺️ 

・デカいサップがなかったので、またやって欲しいです。 

・予算とかの関係もあるかもしれませんが、年に 2回ぐらいあるといいなと思いました。本当にどんな人で

も楽しめる素敵なイベントだと思いました！本当に楽しかったです‼️ 

・船に乗るイベントがとても楽しかったです 

・スタッフの段取りや駐車場警備の対応が今一つでした。そのあたりを改善して頂けるとありがたいです。 

・毎年楽しみにしてます 

・発表会で初めて参加しましたが、ボートやハンザにも初めて子供と一緒に乗る事ができて子供もすごく喜

んでいました。 

・ボートやヨット体験など貴重な体験ができるので、これからも続いてほしいです。 

・ハンザに乗る時間が無く乗船体験できなかったのが心残りです。またハンザの乗船体験があれば参加し

たいです。 



 

★LINE登録者数：８人 （キャンペーン期間：2022年 10月 21日～23日） 



セイラビリティ活動

Sailing for everyone （みんなのためのセーリング）の理
念のもと、障がい者も健常者も一緒になってマリンスポー
ツに親しむ活動がセイラビリティです。

楽しく、安全でお金をかけずに、誰もがセーリングを楽しむ
活動としてイギリスで始まり世界各国に広がっており、日本
では２０００年から始まり、２０１２年現在国内３５ヶ所
の拠点で展開され、年ごとに海外や県内外の仲間たちとの
交流・ふれあいの輪に広がっています。

セイラビリティ三重は、三重県を中心に年齢や障がいの有
無に関係なく、だれもが一緒に楽しめるユニバーサルデザ
インの小型ヨット「ハンザ」を使ったセイラビリティ活動を
しています。
マリンスポーツを通じて三重の海のよさを再認識してもら
いたいという思いと、障がい者を含む青少年、子ども、高齢
者が楽しく活動できる場を作りたいという思いからマリン
スポーツを愛する仲間たちが集結。2002年にセイラビリテ
ィ伊勢、2006年にセイラビリティ津、そして2007年にセイラ
ビリティ河芸＆AJUが発足。伊勢湾内をフィールドに、活
動の輪を広げています。

それぞれの拠点での活動に加え、互いに交流、協力関係を
結んでいます。３ヶ所どこの会員になっても互いに伊勢、
津、河芸の練習会、乗艇会に参加ＯＫ。一緒に海を楽しみ
ましょう。

セイラビリティでの活動日には
アクセスディンギーに乗っても
らう（操船してもらう）体験もで
きます。そのほか、河芸の海のバ
リアフリーまつりなどで、ハンザ
体験試乗会も実施しています。

セイラビリティ河芸＆ＡＪＵ

www.umi-tatsujin.net/sailability.html

セイラビリティ河芸＆AJUに入会していただくと、特典としてセ
ーリング技術の向上のためクルーザーでの練習に参加していた
だけます。現在Ｙ23を使って午前中は技術習得、午後は模擬レ
ースで技量を磨いています。10月のY23ワンデザインヨットレー
ス出場をめざして練習しています。ベテランセーラーが懇切丁
寧に指導していますので初心者大歓迎です。

活 動 費
活 動 日

（NPO法人 海の達人〔マリーナ河芸内〕）TEL 059-245-5001

年  会  費
活  動  日 第２日曜・第４土曜日
活動内容 練習会・乗艇会・ヨットレースへの参加

タイプ2.3は、長さ2.3m・

幅1.2mで２人が前を向い

た状態で横に並んで座れ

　　ます。

ハンザ
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